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▲平成 26年 8月豪雨とそれに伴う土石流
災害は、広島に甚大な被害をもたらした ◀土石流の被災地を調査し、

その莫大なエネルギーを改
めて確認する

▲歴史資料をひも解くことで災害
を識り、その知識を現代の防災
に活かす

◆被害軽減のための防災教育の必要性が高まっている。
本書では土砂災害に焦点をあてて、行政の取り組み、小・中学校での
防災学習，地域住民によるハザードマップ作りや一般市民向けの防
災講演，防災教材の開発事例等，様々な試みを具体的に紹介する。
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土砂災害と
防災教育 
―命を守る判断・行動・備え―

「生きる力」を身につけるための防災教育まで具体的に紹介！

地域防災力向上への取り組みから、
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